
(57)【要約】

　６４ビット８０２．１１ＴＳＦタイマの下位３２ビッ

ト・フィールドを使用して、そこでこのリファレンス時

刻が、将来の時刻を意味しているか、または過去の時刻

を意味しているかについてのあいまいさなしに、このリ

ファレンス時刻を符号化する複数の方法、コンピュータ

・プログラム製品、および装置。本発明の一態様によれ

ば、このＴＳＦタイマの下位３２ビットが、約７１分で

折り返していることを利用して、このスケジュール・エ

レメント・フレーム中に含まれるリファレンス時刻にお

けるどのようなあいまいさも取り除いている。一方法は

、２つのリファレンス・ポイントの間の間隔に基づいた

アルゴリズムを使用して、このタイマが、時間周期の周

囲で折り返しているかどうかを決定し、別の方法は、遅

延時間またはタイムアウトを使用して、このＴＳＦタイ

マが折り返されているか、または折り返されていないか

どうかを決定する。別の方法は、Ｘ－Ｏの絶対値が、最

大値Ｍ／２よりも小さいか、またはそれ以上かどうかを

決定することを含んでいる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 時 間 折 返 し の 影 響 を 受 け る タ イ マ か ら あ い ま い さ を 取 り 除 く 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 時 間 周 期 Ｔ の 後 に 反 復 す る 前 記 タ イ マ 中 の 合 計 ビ ッ ト 数 の う ち の 下 位 半 分 を ア ク
テ ィ ブ 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 前 記 合 計 ビ ッ ト 数 の う ち の 下 位 半 分 の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 を リ フ ァ レ ン
ス 時 刻 Ｘ と し て 指 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 前 記 合 計 ビ ッ ト 数 の う ち の 下 位 半 分 の 実 際 の 受 信 時 刻 を リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｏ と し
て 記 録 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） リ フ ァ レ ン ス Ｘ お よ び Ｏ が 、 同 じ 時 間 周 期 Ｔ 中 に 生 じ 、 ま た は 異 な る 時 間 周 期 （
Ｔ ２ ） に 位 置 す る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 タ イ マ が 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） が 、 前 記 リ フ ァ レ ン ス が 、 過 去 の 時 刻 ま た は 将 来 の 時 刻 を 意 味 す る も の
と し て 識 別 す る こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お け る リ フ ァ レ ン ス 値 お よ び 前 記 決 定 が 、 テ ー ブ ル に 記 憶 さ れ る 、 請
求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お け る 前 記 決 定 は 、 リ フ ァ レ ン ス Ｘ お よ び Ｏ の 値 が ４ つ の 可 能 な ケ ー
ス の う ち の １ つ に 対 応 す る か ど う か を 決 定 す る こ と を さ ら に 含 み 、 第 １ の ケ ー ス が 、 異 な
る 時 間 周 期 へ の タ イ マ 折 返 し を 含 ま ず 、 前 記 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ よ り も 後 の 前 記 ス ケ ジ ュ ー
ル さ れ た 開 始 時 刻 Ｘ を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お け る 前 記 決 定 は 、 リ フ ァ レ ン ス Ｘ お よ び Ｏ の 値 が ４ つ の 可 能 な ケ ー
ス の う ち の １ つ に 対 応 す る か ど う か を 決 定 す る こ と を さ ら に 含 み 、 第 １ の ケ ー ス が 、 異 な
る 時 間 周 期 へ の タ イ マ 折 返 し の な い こ と の 指 示 、 お よ び 前 記 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ よ り も 前 に
到 着 す る 前 記 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 Ｘ を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お け る 前 記 決 定 は 、 リ フ ァ レ ン ス Ｘ お よ び Ｏ の 値 が ４ つ の 可 能 な ケ ー
ス の う ち の １ つ に 対 応 す る か ど う か を 決 定 す る こ と を さ ら に 含 み 、 第 １ の ケ ー ス が 、 異 な
る 時 間 周 期 へ の タ イ マ 折 返 し の 指 示 、 お よ び 前 記 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ よ り も 前 に 到 着 す る 前
記 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 Ｘ を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ス テ ッ プ （ ｄ ） に お け る 前 記 決 定 は 、 リ フ ァ レ ン ス Ｘ お よ び Ｏ の 値 が ４ つ の 可 能 な ケ ー
ス の う ち の １ つ に 対 応 す る か ど う か を 決 定 す る こ と を さ ら に 含 み 、 第 １ の ケ ー ス が 、 異 な
る 時 間 周 期 へ の タ イ マ 折 返 し の 指 示 、 お よ び 前 記 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ よ り も 後 に 到 着 す る ス
ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 Ｘ を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） に お け る 前 記 タ イ マ の 前 記 周 期 Ｔ が 、 所 定 の 固 定 存 続 期 間 で あ る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 タ イ ミ ン グ 同 期 フ ァ ン ク シ ョ ン （ Ｔ Ｓ Ｆ ） の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト が 、 異 な る 時 間 周 期 に 折 り
返 し て い る か 否 か を 決 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 下 位 ３ ２ ビ ッ ト 開 始 時 刻 を 、 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ に よ っ て 時
間 が 計 ら れ る リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｘ と し て 指 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 前 記 下 位 ３ ２ ビ ッ ト 開 始 時 刻 の 実 際 の 受 信 時 刻 を リ フ ァ レ ン
ス 時 刻 Ｏ と し て 記 録 す る ス テ ッ プ と 、
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　 （ ｃ ） Ｘ ＜ Ｏ で あ る か ど う か を 決 定 し 、 肯 定 的 な 場 合 に 、 サ ブ ス テ ッ プ （ ｉ ） を 、 す な
わ ち
　 　 （ ｉ ） Ｘ が Ｏ 以 下 で あ る と き に 、 （ Ｏ － Ｘ ＋ Ｔ ） ＜ （ Ｘ － Ｏ ） で あ る か ど う か を 決 定
す る Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 知 ら れ て い る 時 間 周 期 Ｔ を 使 用 す る こ と 、 お よ び
　 　 （ ｉ ） （ ａ ） （ Ｏ － Ｘ ＋ Ｔ ） が 、 （ Ｘ － Ｏ ） 以 上 で あ る 場 合 に 、 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ を
折 り 返 さ れ て い な い も の と し て 識 別 す る こ と 、 ま た は
　 　 （ ｉ ） （ ｂ ） （ Ｏ － Ｘ ＋ Ｔ ） が 、 （ Ｘ － Ｏ ） 以 下 で あ る 場 合 に 、 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ を
折 り 返 さ れ て い る も の と し て 識 別 す る こ と を 実 施 し 、
　 否 定 的 な 場 合 に は 、 サ ブ ス テ ッ プ （ ｉ ｉ ） を 、 す な わ ち
　 　 （ ｉ ｉ ） Ｘ が Ｏ よ り 大 き い と き に 、 （ Ｘ － Ｏ ＋ Ｔ ） ＜ （ Ｏ － Ｘ ） で あ る か ど う か を 決
定 す る Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 知 ら れ て い る 時 間 周 期 Ｔ を 使 用 す る こ と 、 お よ び
　 　 （ ｉ ｉ ） （ ａ ） （ Ｘ － Ｏ ＋ Ｔ ） が 、 （ Ｏ － Ｘ ） 以 上 で あ る 場 合 に 、 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ
を 折 り 返 さ れ て い な い も の と し て 識 別 す る こ と 、 ま た は
　 　 （ ｉ ｉ ） （ ｂ ） （ Ｘ － Ｏ ＋ Ｔ ） が 、 （ Ｏ － Ｘ ） 以 下 で あ る 場 合 に 、 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ
を 折 り 返 さ れ て い る も の と し て 識 別 す る こ と
　 を 実 施 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ が 、 ８ ０ ２ ． １ １ ｅ タ イ マ を 備 え る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ス テ ッ プ （ ａ ） に お け る 前 記 タ イ マ の 前 記 周 期 Ｔ が 、 所 定 の 固 定 存 続 期 間 で あ る 、 請 求
項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ス テ ッ プ （ ｃ ） に お け る 前 記 時 間 周 期 Ｔ が 、 約 ７ １ 分 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 タ イ マ が 別 の 時 間 周 期 に 折 り 返 し て い る か 否 か を 決 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） Ｔ の 周 期 を 有 し 、 下 位 ３ ２ ビ ッ ト し か 使 用 し な い タ イ マ に よ っ て 時 間 が 計 ら れ る
リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｘ と し て 、 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 を 指 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 前 記 タ イ マ の 実 際 の 受 信 開 始 時 刻 を リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｏ と し て 記 録 す る ス テ ッ プ
と 、
　 （ ｃ ） 前 記 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 Ｘ が 、 Ｔ ＞ ＞ タ イ ム ア ウ ト と な る Ｏ か ら
の タ イ ム ア ウ ト 以 下 の 期 間 内 に 位 置 す る か ど う か を チ ェ ッ ク し 、 ス テ ー シ ョ ン が 、 時 刻 Ｏ
に お い て Ｘ に よ っ て 表 さ れ る 開 始 時 刻 を 有 す る フ ィ ー ル ド を 含 む ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン
ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） （ ０ ＜ （ Ｏ － Ｘ ） ＜ タ イ ム ア ウ ト ） で あ る 場 合 に 、 次 い で Ｘ は 、 逆 方 向 リ フ ァ レ
ン ス で あ り 、 （ Ｏ ＋ Ｔ － Ｘ ） ＜ （ タ イ ム ア ウ ト ） で あ る 場 合 に 、 次 い で Ｘ は 、 逆 方 向 リ フ
ァ レ ン ス で あ り 、 そ う で な く て 前 記 式 が 適 用 で き な い 場 合 に は 、 次 い で Ｘ は 、 順 方 向 リ フ
ァ レ ン ス で あ る ス テ ッ プ と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 タ イ マ が 、 タ イ ミ ン グ 同 期 フ ァ ン ク シ ョ ン （ Ｔ Ｓ Ｆ ） を 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ が 、 ６ ４ ビ ッ ト ８ ０ ２ ． １ １ Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ を 含 み 、 値 Ｘ お よ び Ｏ が 、
合 計 ６ ４ ビ ッ ト の う ち の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト を 使 用 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 タ イ マ が 異 な る 時 間 周 期 に 折 り 返 し て い る か 否 か を 決 定 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 合 計 ６ ４ ビ ッ ト の う ち の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト し か 使 用 し な い タ イ マ に よ っ て 時 間 が 計
ら れ る リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｘ と し て 、 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 を 指 定 す る ス テ ッ プ と 、
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　 （ ｂ ） 前 記 タ イ マ の 実 際 の 受 信 時 刻 を リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｏ と し て 記 録 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） ｜ Ｘ － Ｏ ｜ が Ｍ ／ ２ よ り も 小 さ い 場 合 に 、 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ が 、 折 り 返 さ れ て い な い
も の と し て 識 別 さ れ 、 ｜ Ｘ － Ｏ ｜ が Ｍ ／ ２ 以 上 で あ る 場 合 に 前 記 タ イ マ が 折 り 返 さ れ て い
る も の と し て 識 別 さ れ る 、 Ｍ を 最 大 の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ 値 で あ る と し て 、 ｜ Ｘ － Ｏ ｜ ＞ Ｍ ／ ２
で あ る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｄ ） 折 り 返 さ れ た 状 態 と 、 折 り 返 さ れ て い な い 状 態 の 両 方 に つ い て Ｘ － Ｏ ＞ ゼ ロ で あ
る か ど う か を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） （ ｉ ） 前 記 タ イ マ の 折 り 返 さ れ た 状 態 に つ い て Ｘ － Ｏ ＞ ゼ ロ で あ る 場 合 に 逆 方 向
リ フ ァ レ ン ス の ケ ー ス を 推 論 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｅ ） （ ｉ ｉ ） 前 記 タ イ マ の 折 り 返 さ れ た 状 態 に つ い て Ｘ － Ｏ が ゼ ロ 以 下 で あ る 場 合 に
順 方 向 リ フ ァ レ ン ス の ケ ー ス を 推 論 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｆ ） （ ｉ ） 前 記 タ イ マ の 折 り 返 さ れ て い な い 状 態 に つ い て Ｘ － Ｏ ＞ ゼ ロ で あ る 場 合 に
順 方 向 リ フ ァ レ ン ス を 推 論 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｆ ） （ ｉ ｉ ） 前 記 タ イ マ の 折 り 返 さ れ て い な い 状 態 に つ い て Ｘ － Ｏ が ゼ ロ 以 下 で あ る
場 合 に 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス の ケ ー ス を 推 論 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 上 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ
ラ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 上 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ
グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 上 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ
グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 方 法 を 含 む 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 上 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ
グ ラ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｅ ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト ・ リ フ ァ レ ン ス 時 刻 か ら あ い ま い さ
を 取 り 除 く 装 置 で あ っ て 、
　 ６ ４ ビ ッ ト の う ち の ３ ２ ビ ッ ト を 利 用 し て 時 間 周 期 Ｔ を も た ら す タ イ ミ ン グ ・ フ ァ ン ク
シ ョ ン を 提 供 す る ６ ４ ビ ッ ト タ イ ミ ン グ 同 期 フ ァ ン ク シ ョ ン （ Ｔ Ｓ Ｆ ） と 、
　 サ ー ビ ス 品 質 ス テ ー シ ョ ン （ Ｑ Ｓ Ｔ Ａ ） に よ っ て ア ク セ ス さ れ る こ と が 可 能 な 、 記 憶 域
に 記 憶 さ れ る ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト と 、
　 共 に 、 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 を 含 む ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト ・ フ レ ー ム を 受 信
す る 品 質 ア ク セ ス ・ ポ イ ン ト （ Ｑ Ａ Ｐ ） お よ び 前 記 （ Ｑ Ｓ Ｔ Ａ ） と 、
　 ２ つ 以 上 の 所 定 の リ フ ァ レ ン ス ・ エ レ メ ン ト が 、 共 に 同 じ 時 間 周 期 Ｔ 内 に 存 在 す る か 、
ま た は 時 間 周 期 Ｔ に 対 し て 以 前 （ 過 去 ） の 時 間 周 期 、 ま た は 後 続 （ 将 来 ） の 時 間 周 期 に 位
置 し て い る か に 応 じ て 、 前 記 時 間 周 期 Ｔ が 、 過 去 の 時 間 周 期 ま た は 将 来 の 時 間 周 期 に 位 置
し て い る か ど う か を 決 定 す る た め の ア ル ゴ リ ズ ム ・ モ ジ ュ ー ル を 有 す る Ｃ Ｐ Ｕ と
　 を 備 え る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｅ 、 お よ び サ ー ビ ス 時 間 の 開 始 の 識 別 に 関 す る 。 よ り
詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 タ イ ミ ン グ 同 期 フ ァ ン ク シ ョ ン の 一 部 分 を 使 用 し て 、 サ ー ビ ス 時 間
の リ フ ァ レ ン ス 時 刻 を 符 号 化 す る こ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 無 線 通 信 の た め の 方 法 が 、 ８ ０ ２ ． １ １ ｅ に つ い て 提 案 さ れ て き て い る 。 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０
２ ． １ １ 　 Ｗ Ｌ Ａ Ｎ の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ Ｂ Ｓ Ｓ （ Basic Service Set基 本 サ ー ビ ス ・
セ ッ ト ） は 、 Ａ Ｐ （ Access Pointア ク セ ス ・ ポ イ ン ト ） と 、 こ の Ａ Ｐ に 関 連 す る い く つ か
の ス テ ー シ ョ ン か ら 成 っ て い る 。 こ の Ａ Ｐ は 、 こ れ ら の ス テ ー シ ョ ン を こ の イ ン フ ラ ス ト
ラ ク チ ャ へ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ８ ０ ２ ． １ １ ｅ 　 Ｔ Ｇ ｅ 　 Ｄ ４ ． ０ の 最 新 の ド ラ フ ト に は 、 ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト
が 含 ま れ て い る 。 こ の エ レ メ ン ト は 、 こ の 第 １ の 正 常 な Ｃ Ｆ － ポ ー リ ン グ （ コ ン テ ン シ ョ
ン ・ フ リ ー ・ ポ ー リ ン グ ） 、 ま た は ダ ウ ン リ ン ク ・ デ ー タ 転 送 の 開 始 か ら の サ ー ビ ス 時 間
を 識 別 す る 。 し か し 、 無 線 媒 体 の 性 質 に 起 因 し て 、 Ｑ Ｓ Ｔ Ａ （ Quality of Service Stati
onサ ー ビ ス 品 質 ス テ ー シ ョ ン ） お よ び Ｑ Ａ Ｐ （ Quality of Service Access Pointサ ー ビ
ス 品 質 ア ク セ ス ・ ポ イ ン ト ） は 、 ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト が 時 間 的 に 同 じ ポ イ ン ト で 開
始 さ れ た 瞬 間 を 見 る こ と が で き な い の で 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト が 開 始 さ れ た と
き に 関 し て は 固 有 の あ い ま い さ が 存 在 す る 。 例 え ば ダ ウ ン リ ン ク ・ フ レ ー ム が 正 常 に 伝 送
さ れ 、 そ の 肯 定 応 答 フ レ ー ム （ Ａ Ｃ Ｋ ） が 、 こ の （ Ｑ Ａ Ｐ ） に お い て 受 信 さ れ な か っ た 場
合 に は 、 こ の Ｑ Ｓ Ｔ Ａ が 、 こ の や り と り を 正 常 な も の と し て マ ー ク す る は ず で あ る が 、 こ
の Ｑ Ａ Ｐ は 、 そ う し な い は ず で あ る な ど 、 こ の あ い ま い さ が 起 こ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Mathilde Benveniste等 、 「 Proposed Normative Text for Simplified APSD」 、 IEEE d
ocument 11-03-107r1、 2003年 1月 14日 に よ っ て 立 証 さ れ る よ う に 、 ６ ４ ビ ッ ト の Ｔ Ｓ Ｆ （
Timing Synchronization Functionタ イ ミ ン グ 同 期 フ ァ ン ク シ ョ ン ） の 使 用 に よ っ て こ の
問 題 を 克 服 す る 試 み が 行 わ れ て き て い る 。 こ の ６ ４ ビ ッ ト の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ 値 は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ
８ ０ ２ ． １ １ の Ｍ Ａ Ｃ （ medium access controlメ デ ィ ア ・ ア ク セ ス 制 御 ） 中 で 使 用 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ド キ ュ メ ン ト に よ れ ば 、 Ａ Ｓ Ｐ Ｄ （ Automatic Power-Save Delivery自
動 電 力 節 減 配 信 ） モ ー ド に お け る 非 ア ク セ ス ・ ポ イ ン ト （ Ａ Ｐ ） Ｑ Ｓ Ｔ Ａ （ Ｑ ｏ ｓ ス テ ー
シ ョ ン ） が 、 最 初 に ウ ェ イ ク ア ッ プ し て 、 こ の Ａ Ｐ に バ ッ フ ァ リ ン グ さ れ る ダ ウ ン リ ン ク
・ フ レ ー ム を 受 信 す べ き と き に は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 は 、 ３ ２ 個 の Ｔ Ｓ Ｆ
ク ロ ッ ク ・ テ ィ ッ ク （ 32 TSF clock ticks） を 表 す 単 位 と し て 表 現 さ れ た こ の 時 刻 を 示 す
。 こ の ウ ェ イ ク ア ッ プ 時 間 周 期 は 、 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ 値 と し て 表 現 さ れ る 時 間 間 隔 と 考 え ら れ
、 こ の 時 間 間 隔 中 に 、 こ の 非 Ａ Ｐ 　 Ｑ Ｓ Ｔ Ａ は 、 優 先 順 位 が つ け ら れ 、 ま た は パ ラ メ ー タ
化 さ れ た 配 信 メ カ ニ ズ ム を 使 用 し て 、 配 信 す る た め の こ れ ら の フ レ ー ム を リ リ ー ス す る 前
に 、 Ｍ Ｓ Ｄ Ｕ （ MAC Service Data Unit　 Ｍ Ａ Ｃ サ ー ビ ス ・ デ ー タ ・ ユ ニ ッ ト ） お よ び こ
れ ら の 管 理 フ レ ー ム を バ ッ フ ァ リ ン グ す る よ う に 、 こ の Ｑ Ａ Ｐ に 要 求 す る 。 こ の ス テ ー シ
ョ ン は 、 Ｔ Ｓ Ｆ 開 始 時 刻 ｍ ｏ ｄ ウ ェ イ ク ア ッ プ 時 間 周 期 （ TSF-Start Time mod Wakeup Ti
me Period） ＝ ０ と な る そ の 後 の 時 刻 に お い て ウ ェ イ ク ア ッ プ す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ６ ４ ビ ッ ト Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ を 使 用 す る と き に は い く つ か の 問 題 が 存 在 す る こ と も あ り 、 例
え ば 、 こ の 計 算 を 行 う こ と は 、 厄 介 で あ り 、 ま た こ の 解 法 が ハ ー ド ウ ェ ア で 実 装 さ れ る と
き に は 、 こ の 計 算 を 行 う に は 、 さ ら に ハ ー ド ウ ェ ア を 複 雑 に す る 必 要 が あ る 。 し た が っ て
、 こ の メ カ ニ ズ ム の 複 雑 さ を 低 減 さ せ る た め に 、 こ の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト し か
使 用 し な い こ と が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 別 の 問 題 が 出 現 し 、 す な わ ち こ の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ
マ の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト は 、 こ れ ら 自 体 が 反 復 し 、 し た が っ て 特 定 の 受 信 さ れ た リ フ ァ レ ン ス
時 刻 値 は 将 来 の 時 刻 ま た は 過 去 の 時 刻 を 意 味 す る か 否 か に つ い て の あ い ま い さ が 導 入 さ れ
る こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 は 、 ８ ０ ２ ． １ １ Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の ６ ４ ビ ッ ト 全 部 で は な く て 、 こ の ８ ０ ２ ． １ １
Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の う ち の ３ ２ ビ ッ ト ・ フ ィ ー ル ド を 使 用 し て 、 そ こ で こ の リ フ ァ レ ン ス 時 刻
が 、 将 来 の 時 刻 を 意 味 す る か 、 ま た は 過 去 の 時 刻 を 意 味 す る か に つ い て の あ い ま い さ な し
に 、 こ の リ フ ァ レ ン ス 時 刻 を 符 号 化 す る 複 数 の 方 法 を 提 供 し て い る 。 本 発 明 は ま た 、 本 発
明 が ８ ０ ２ ． １ １ ソ フ ト ウ ェ ア 変 更 で 実 装 さ れ る 場 合 、 本 明 細 書 中 で 以 下 に 説 明 さ れ る こ
れ ら の フ ァ ン ク シ ョ ン を 実 施 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム を 含 み 、 本 発 明 が ８ ０ ２ ． １
１ ハ ー ド ウ ェ ア 変 更 で 実 装 さ れ る 場 合 に は 、 基 本 ハ ー ド ・ モ ジ ュ ー ル を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト が 、 約 ７ １ 分 間 の う ち に 折 り 返 す
（ wrap over） こ と を 利 用 し て 、 任 意 の あ い ま い さ を 取 り 除 い て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 １ つ の ア ル ゴ リ ズ ム は 、 時 間 周 期 Ｔ と 共 に 、 所 望 の ス ケ
ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 Ｘ と 実 際 の 開 始 時 刻 Ｏ と の 間 の 差 を 利 用 し て 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 し て
い る か 否 か を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 遅 延 時 間 ま た は タ イ ム ア ウ ト を 使 用 し て 、 所 望 の 開 始 時
刻 Ｘ が 、 Ｏ か ら の タ イ ム ア ウ ト よ り も 小 さ な 期 間 内 に 位 置 す る か ど う か を 決 定 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に よ れ ば 、 Ｘ と Ｏ と の 間 の 差 の 大 き さ を 利 用 し て 、 こ の タ イ マ が 折
り 返 し て い る か ど う か を 決 定 し 、 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス が 存 在 す る か 、 ま た は 逆 方 向 リ フ ァ
レ ン ス が 存 在 す る か を 推 論 し て お り 、 こ れ は 、 リ フ ァ レ ン ス 時 刻 値 が 、 将 来 の 時 刻 に つ い
て 言 及 し て い る か 、 ま た は 過 去 の 時 刻 に つ い て 言 及 し て い る か を 意 味 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 の 説 明 は 、 例 証 の 目 的 の た め に 提 供 さ れ 、 限 定 す る 目 的 の た め に 提 供 さ れ る も の で
は な い こ と を 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ た い 。 当 業 者 な ら 、 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 添 付 の 特 許 請
求 の 範 囲 内 に 含 ま れ る 多 数 の 変 形 形 態 が 存 在 す る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 知 ら れ て い る フ ァ
ン ク シ ョ ン お よ び オ ペ レ ー シ ョ ン の 不 必 要 な 詳 細 に つ い て は 、 本 発 明 を 分 か り に く く し な
い よ う に す る た め に こ の 説 明 か ら 省 略 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る タ イ ミ ン グ 図 を 示 し た も の で あ る 。 こ の Ｙ － 軸 は 、 ８ ０ ２ ． １ １
Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の Ｍ の 最 大 値 を 有 す る タ イ マ 値 ｍ を 表 し 、 こ の Ｘ － 軸 は 、 Ｔ の サ イ ク ル 周 期
を 有 す る 時 刻 ｔ を 表 す 。 こ の 周 期 Ｔ は 、 約 ７ １ 分 で あ り 、 こ の 時 間 は 、 こ の ８ ０ ２ ． １ １
Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ の 下 位 ３ ２ ビ ッ ト が 折 り 返 す 、 お お よ そ の 時 間 に 関 連 し て い る 。 図 １ を 別 の
４ つ の 図 面 に 分 離 す る の で は な く て 、 ４ つ の 可 能 性 に つ い て 、 同 じ 図 面 上 に 示 さ れ て い る
こ と に 留 意 さ れ た い 。 こ の 「 Ｔ 」 は 、 第 １ の Ｔ と 呼 ば れ 、 の こ ぎ り 波 に よ っ て 識 別 さ れ た
後 続 の 周 期 は 、 時 間 周 期 ２ 、 ３ お よ び ４ と 呼 ば れ る が 、 こ れ ら の 可 能 性 は ラ ン ダ ム に 示 さ
れ て お り 、 示 さ れ 説 明 さ れ る 異 な る 可 能 性 の 間 に は 、 タ イ ミ ン グ の 関 係 は 存 在 し な い こ と
を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 参 照 番 号 １ １ ０ 、 １ ２ ０ 、 １ ３ ０ お よ び １ ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ ケ ー ス １ 、 ケ ー ス ２ 、 ケ ー
ス ３ お よ び ケ ー ス ４ を 意 味 し て い る 。 各 ケ ー ス は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た エ レ メ ン ト の
ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 お よ び こ の 実 際 の 受 信 時 刻 が 、 ど の よ う に し て 起 こ る か に つ
い て の 可 能 性 で あ る 。 凡 例 （ legend） に よ れ ば 、 ケ ー ス ご と に 、 「 Ｘ 」 は 、 所 望 の ス ケ ジ
ュ ー ル 開 始 時 刻 を 表 す の に 対 し て 、 「 Ｏ 」 は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受
信 時 刻 を 表 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 図 １ の ケ ー ス １ （ エ レ メ ン ト １ １ ０ ） に よ れ ば 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ
メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 は 、 こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 の 前 に 起 こ る 。 ま た 、 「 Ｏ
」 も 「 Ｘ 」 も 、 ケ ー ス １ で も ケ ー ス ２ （ エ レ メ ン ト １ ２ ０ ） で も 共 に 、 同 じ 周 期 「 Ｔ 」 内
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で 起 こ る こ と に も 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ケ ー ス ２ （ １ ２ ０ ） に 関 し て は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 が 、
こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 の 後 に 受 信 さ れ る 点 で 、 こ の ケ ー ス は 、 ケ ー ス １ と は 反
対 で あ る こ と が 注 目 さ れ る 。 し か し 、 ケ ー ス １ と 同 様 に 、 こ の 「 Ｏ 」 も こ の 「 Ｘ 」 も 共 に
、 同 じ 時 間 周 期 内 に 起 こ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー ス ３ （ １ ３ ０ ） に 関 し て は 、 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 「 Ｘ 」 が 、 こ の ス ケ ジ ュ
ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 の 前 に 起 こ る の で 、 こ の ケ ー ス は 、 さ ら に 他 の 生 起 に
つ い て の 変 形 形 態 で あ る こ と が 注 目 さ れ る 。 し か し 、 以 前 の ケ ー ス と は 違 っ て 、 こ の 「 Ｘ
」 は 、 こ の 第 ２ の 「 Ｔ 」 周 期 中 に 起 こ る が 、 こ の 「 Ｏ 」 は 、 こ の 第 ３ の 「 Ｔ 」 周 期 中 に 起
こ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ケ ー ス ４ （ １ ３ ０ ） に 関 し て は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 が 、
こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 の 前 に 受 信 さ れ る 点 で 、 こ の ケ ー ス は 、 ケ ー ス ３ と は 逆
の 状 況 で あ る こ と が 注 目 さ れ る 。 ケ ー ス ３ と 同 様 に 、 こ の 「 Ｘ 」 お よ び 「 Ｏ 」 は 、 異 な る
時 間 周 期 に お い て 起 こ り 、 こ の 場 合 に は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時
刻 「 Ｏ 」 は 、 第 ３ の 時 間 周 期 Ｔ 内 で 起 こ っ て い る が 、 こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 「
Ｘ 」 は 、 第 ４ の 時 間 周 期 内 で 起 こ っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ の 可 視 検 査 か ら 、 ケ ー ス １ お よ び ２ （ １ １ ０ お よ び １ ２ ０ ） で は 、 こ の タ イ マ が 折
り 返 さ れ な い が 、 ケ ー ス ３ お よ び ４ で は 、 タ イ マ が 折 り 返 さ れ る こ と が 分 か る 。 ア ル ゴ リ
ズ ム は 、 以 上 に 示 さ れ る こ れ ら の ケ ー ス を 数 学 的 に 検 証 す る こ と が で き 、 か か る ア ル ゴ リ
ズ ム は 、 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に お い て 使 用 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ の 以 上 の 説 明 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、 こ の 図 に 示 さ れ る こ れ ら の 可 能 性 に
基 づ い て １ つ の ア ル ゴ リ ズ ム を 実 施 す る こ と で あ る 。 こ れ ら の ス テ ッ プ は 、 以 下 の よ う に
な る 。 す な わ ち 、
　 （ １ ） こ の 「 Ｘ 」 値 は 、 同 じ 周 期 （ 時 間 周 期 「 Ｔ 」 ） か ら 、 ま た は 異 な る 周 期 か ら の も
の と す る こ と が で き る 。
　 （ ２ ） こ の 「 Ｏ 」 値 に 最 も 近 い 「 Ｘ 」 値 を 使 用 す る 。
　 （ ３ ） こ の 「 Ｘ 」 値 と 、 こ の 「 Ｏ 」 値 と の ２ つ の 減 算 に よ り 、 ス テ ッ プ （ ２ ） を 実 施 し
、 最 小 の 結 果 を 有 す る 結 果 を 選 択 す る 。
　 （ ４ ） こ の Ｘ 値 が 、 こ の 「 Ｏ 」 値 と 同 じ サ イ ク ル （ 時 間 周 期 ） に あ る か 、 ま た は 異 な る
サ イ ク ル （ 時 間 周 期 ） に あ る か を 推 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 上 記 ス テ ッ プ が ど の よ う に し て 実 施 さ れ る こ と に な る か を 示 す ア ル ゴ リ ズ ム の
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ケ ー ス １ （ １ １ ０ ） を 使 用 し 、 図 ２ に 示 さ れ る フ ロ ー チ ャ ー ト に
従 っ て 、 こ れ ら の 計 算 ス テ ッ プ だ け を 示 す た め に 、 Ｏ は １ ０ に 等 し く 、 Ｘ は １ ５ に 等 し く
、 Ｔ は ７ １ に 等 し い と 仮 定 す る こ と に す る 。 Ｏ 、 Ｘ お よ び Ｔ に つ い て の 他 の 値 を 使 用 す る
こ と も で き 、 こ れ ら の 図 は 例 証 の 目 的 の た め で あ り 、 限 定 す る た め で は な い こ と が 当 業 者
に は 理 解 さ れ よ う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 、 Ｘ ＜ Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 １ ５ は 、 明 ら か に １ ０
よ り 小 さ く な い の で 、 こ の 答 え は 、 ノ ー （ no） で あ り 、 ス テ ッ プ ２ １ １ へ と 進 み 、 こ こ で
Ｏ － Ｘ ＋ Ｔ ＜ Ｘ － Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ は １ ０ － １ ５ ＋ ７ １
＜ １ ５ － １ ０ で あ る か ど う か で あ る 。 ６ ６ は 、 ５ 以 上 で あ る の で 、 そ れ 故 に ス テ ッ プ ２ １
１ に 対 す る 答 え は 、 ノ ー と な る 。 ノ ー 行 程 に 従 っ て 、 ス テ ッ プ ２ １ ４ に 達 し 、 こ こ で こ の
タ イ マ が 折 り 返 さ れ な い こ と が 決 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ケ ー ス ２ （ １ ２ ０ ） を 使 用 し 、 図 ２ に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 こ の 場 合 に も こ
の 計 算 ス テ ッ プ を 例 証 す る 目 的 の た め に 、 ま た 決 し て 本 発 明 の 請 求 範 囲 を 限 定 す る 目 的 の
た め で は な い よ う に 、 Ｏ は 、 ５ ５ に 等 し く 、 Ｘ は ４ ５ に 等 し い が 、 Ｔ は 、 ７ １ の ま ま で あ
る と 仮 定 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 、 Ｘ ＜ Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 Ｘ は ４ ５ で あ り 、 Ｏ は
５ ５ で あ る の で 、 こ の 答 え は イ エ ス （ yes） で あ り 、 ス テ ッ プ ２ １ ２ へ と 進 む 。 ス テ ッ プ
２ １ ２ は 、 Ｘ － Ｏ ＋ Ｔ ＜ Ｏ － Ｘ で あ る か ど う か を 決 定 し て お り 、 そ れ 故 に 、 こ れ ら の 値 を
挿 入 し 、 ４ ５ － ５ ５ ＋ ７ １ ＜ ５ ５ － ４ ５ で あ る か ど う か を チ ェ ッ ク し 、 す な わ ち ６ １ ＜ １
０ で あ る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 こ の 答 え は 、 ノ ー で あ り 、 そ れ 故 に 、 ス テ ッ プ ２ １ ２
の ノ ー 行 程 上 を ス テ ッ プ ２ １ ４ へ と 進 み 、 こ こ で こ の タ イ マ が 折 り 返 さ れ な い こ と が 決 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ケ ー ス ３ （ １ ３ ０ ） を 使 用 し 、 図 ２ に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 Ｘ は ６ ５ で あ り
、 Ｏ は ５ で あ る が 、 Ｔ は ７ １ の ま ま で あ る と 仮 定 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 、 Ｘ ＜ Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 ６ ５ は 、 ５ 以 上 で あ る
の で 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ の ノ ー 行 程 上 を ス テ ッ プ ２ １ １ へ と 進 む 。 こ こ で 、 Ｏ － Ｘ ＋ Ｔ ＜ Ｘ
－ Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 ５ － ６ ５ ＋ ７ １ ＜ ６ ５ － ５ で あ る か ど う
か が 決 定 さ れ 、 こ れ は 、 こ の 計 算 を 行 う こ と が 質 問 し て い る こ と は １ １ ＜ ６ ０ で あ る か ど
う か で あ る 。 １ １ は ６ ０ よ り も 小 さ い の で 、 ス テ ッ プ ２ １ １ の ノ ー 行 程 を た ど っ て ス テ ッ
プ ２ １ ６ へ と 進 み 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 さ れ て い る こ と を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ケ ー ス ４ （ １ ４ ０ ） を 使 用 し 、 図 ２ に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト に 従 っ て 、 Ｏ は ６ ７ で あ り
、 Ｘ は ３ で あ る が 、 Ｔ は 、 ７ １ の ま ま で あ る と 仮 定 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ １ ０ に お い て 、 Ｘ ＜ Ｏ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。 ３ は 、 ６ ７ よ り も 小 さ
い の で 、 こ の イ エ ス 行 程 を た ど っ て ス テ ッ プ ２ １ ２ へ と 進 み 、 こ こ で 、 Ｘ － Ｏ ＋ Ｔ ＜ Ｏ －
Ｘ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ 、 そ れ 故 に 、 こ れ ら の 値 を 挿 入 し 、 ３ － ６ ７ ＋ ７ １ ＜ ６ ７ －
３ で あ る か ど う か 、 す な わ ち ７ ＜ ６ ４ で あ る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 。 ７ が ６ ４ よ り も 小
さ い こ と を 知 っ て い る の で 、 ス テ ッ プ ２ １ ２ か ら の イ エ ス 行 程 を た ど っ て ス テ ッ プ ２ １ ６
へ と 進 み 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 さ れ て い る こ と を 決 定 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 方 法 は 、 こ の ア ル ゴ リ ズ ム を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム と し て 表 現 す る
こ と も で き る こ と を 当 業 者 に は 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア を 備 え る こ と も で き る 。 一 態 様 は 、 こ れ ら
の 方 法 ス テ ッ プ の 異 な る フ ァ ン ク シ ョ ン 、 ま た は 複 数 の フ ァ ン ク シ ョ ン を 実 施 す る あ る 種
の ハ ー ド ウ ェ ア ・ モ ジ ュ ー ル を 有 す る は ず で あ る 。 Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ ３ １ ０ は 、 Ｑ Ａ Ｐ ３ ３ ０
と Ｏ Ｓ Ｔ Ａ ３ ４ ０ の 両 方 に お い て 実 施 さ れ る フ ァ ン ク シ ョ ン ・ モ ジ ュ ー ル と し て 示 さ れ て
い る 。 こ の Ｑ Ａ Ｐ は 、 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 を 含 む 記 憶 域 ３ ２ ０ を 有 す る 。 こ れ ら
の 開 始 時 刻 は 、 こ の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ そ れ 自 体 の 記 憶 部 、 ま た は 他 の 何 ら か の ハ ー ド ウ ェ ア ・
モ ジ ュ ー ル 内 に 含 ま れ る こ と も 可 能 で あ る 。 Ｑ Ｓ Ｔ Ａ ３ ４ ０ は 、 Ｑ Ａ Ｐ ３ ３ ０ か ら の ス ケ
ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト 時 刻 を 受 信 す る 。 Ｑ Ｓ Ｔ Ａ ３ ４ ０ 中 に 構 成 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ ０ は 、
以 上 で 前 述 し た ア ル ゴ リ ズ ム ま た は そ の 変 形 形 態 を 実 施 し 、 こ の エ レ メ ン ト は 、 こ の ア ル
ゴ リ ズ ム を 実 施 す る 手 段 と 呼 ぶ こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ５ ０ は 、 こ の ア ル ゴ リ ズ ム を 実 施 し 、 こ の Ｑ Ａ Ｐ か ら 受 信 さ れ る デ ー タ か ら こ
の タ イ マ が 折 り 返 し て い る か ど う か を 決 定 す る こ と に な る 。 こ の 情 報 は 、 こ の Ｑ Ｓ Ｔ Ａ に
よ っ て 使 用 さ れ て 、 折 り 返 さ れ る ３ ２ ビ ッ ト に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 可 能 性 の あ る ど の よ
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う な あ い ま い さ も 解 決 し て 、 ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 時 刻 に 対 す る 受 信 さ れ た 時 刻 を 決 定 す る
と き に 、 こ の 時 間 周 期 が 過 去 の 時 刻 か 将 来 の 時 刻 か を 示 す こ と に な る 。 こ の 決 定 は 、 Ｑ Ｓ
Ｔ Ａ に よ っ て 内 部 で 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 こ の Ｑ Ｓ Ｔ Ａ は 、 こ の Ｑ Ｓ Ｔ Ａ が 、 Ｏ に お い て
こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト を 含 む フ レ ー ム を い つ 受 信 し た か を 知 っ て お り 、 こ の Ｑ Ｓ
Ｔ Ａ は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト か ら の リ フ ァ レ ン ス 時 刻 Ｘ を 解 析 し 、 次 い で こ の
Ｃ Ｐ Ｕ が 、 こ の ア ル ゴ リ ズ ム を 実 行 し て 、 こ の あ い ま い さ を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 こ の Ｘ 値 お よ び Ｏ 値 に 基 づ い て こ の タ イ マ ・ デ ー タ を 記 憶 す る 、 テ ー ブ ル ３ ６
０ を 作 成 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 Ｘ お よ び Ｏ の 所 与 の 位 置 に つ い て 、 こ れ ら の リ フ ァ
レ ン ス 値 は 、 毎 回 再 計 算 す る 代 わ り に 、 こ の テ ー ブ ル か ら 検 索 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ は 、 こ れ ら の 方 法 ス テ ッ プ が 遅 延 時 間 ま た は タ イ ム ア ウ ト に 基 づ い て い る 可 能 性 が
あ る 、 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 を 示 し て い る 。 本 発 明 の 第 １ の 態 様 と 同 様 に 、 Ｘ は 、 こ の 所 望
の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 を 意 味 し 、 Ｏ は 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た エ レ メ ン ト の 実
際 の 受 信 時 刻 を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の こ の 態 様 に お い て は 、 こ の 所 望 の 時 刻 Ｘ が 、 Ｏ か ら の タ イ ム ア ウ ト よ り も 小 さ
な 期 間 内 に 位 置 す る か ど う か を チ ェ ッ ク す る 必 要 が あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 ア ル ゴ リ ズ
ム は 、 ２ つ の 変 数 、 Ｔ お よ び タ イ ム ア ウ ト を 有 す る 。 （ １ ） Ｔ ＞ ＞ ＞ タ イ ム ア ウ ト 、 お よ
び （ ２ ） こ の ス テ ー シ ョ ン が 、 時 刻 Ｏ に お い て Ｘ を 受 信 す る こ と が 仮 定 さ れ る 。 ま た 、 （
０ ＜ （ Ｏ － Ｘ ） ＜ タ イ ム ア ウ ト ） で あ る 場 合 、 こ の Ｘ は 、 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ る 。 他
方 、 （ Ｏ ＋ Ｔ － Ｘ ） ＜ （ タ イ ム ア ウ ト ） で あ る 場 合 に も 、 Ｘ は 、 依 然 と し て 逆 方 向 リ フ ァ
レ ン ス で あ る 。 以 上 の ど れ も 真 で な い 場 合 に は 、 Ｘ は 、 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 ケ ー ス １ （ １ １ ０ ） お よ び ケ ー ス ４ （ １ ４ ０ ） （ こ れ ら ４ つ の ケ ー ス が 図 １ の
グ ラ フ に 示 さ れ て い る ） に お い て 、 Ｘ は 、 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ り 、 こ れ は 、 こ の 所 望
の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時 刻 が 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル ・ エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 よ り
も 時 間 的 に 遅 れ て い た こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ が 、 こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開
始 時 刻 Ｘ の 後 に 起 こ っ て い る 、 ケ ー ス ２ （ 図 １ 中 の １ ２ ０ ） に 関 し て 、 次 い で こ の Ｘ リ フ
ァ レ ン ス は 、 （ ０ ＜ （ Ｏ － Ｘ ） ＜ タ イ ム ア ウ ト ） と し て の 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ る と 見
な さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た エ レ メ ン ト の 実 際 の 受 信 時 刻 Ｏ が 、 こ の 所 望 の ス ケ ジ ュ ー ル 開
始 時 刻 Ｘ の 後 に 起 こ っ て い る 、 ケ ー ス ３ （ 図 １ 中 の １ ３ ０ ） に 関 し て は 、 こ の Ｘ リ フ ァ レ
ン ス は 、 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ る と 見 な さ れ る 。 実 際 に 、 こ の ケ ー ス で は 、 こ の エ レ メ
ン ト Ｏ は 、 エ レ メ ン ト Ｘ と は 異 な る 時 間 周 期 に お い て 起 こ っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し た が っ て 、 こ の あ い ま い さ は 、 こ の 遅 延 時 間 お よ び ／ ま た は タ イ ム ア ウ ト 値 を 利 用 し
て 、 本 発 明 の こ の 第 ２ の 態 様 に お い て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ お よ び ６ は 、 以 上 の 例 示 の ５ 分 の 代 わ り に 、 こ の タ イ ム ア ウ ト 値 が 、 Ｍ を タ イ マ 値
と し て 、 Ｍ ／ ２ に 等 し い 特 別 な ケ ー ス で あ る 、 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 を 示 し て い る 。 よ り 大
き な ま た は よ り 小 さ な こ の グ ラ フ の 相 対 的 間 隔 は 、 正 確 で あ る が 、 選 択 さ れ る 可 能 性 の あ
る こ れ ら の Ｍ の 値 は 、 図 １ に 示 さ れ る 「 Ｘ 」 と 「 Ｏ 」 の 位 置 を 用 い て ス ケ ー リ ン グ す べ き
で は な い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の こ の 態 様 に よ れ ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 差 Ｍ の 大 き さ は 、 式 ｜ Ｘ － Ｏ ｜ ＞ Ｍ ／
２ に 従 う 。 こ の 絶 対 値 が Ｍ ／ ２ の 値 よ り も 大 き い 場 合 、 こ の Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ が 、 折 り 返 し て
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い る こ と を 仮 定 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 元 に 戻 っ て 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の こ の 第 ３ の 態 様 に よ る ア ル ゴ リ ズ ム の フ ロ ー チ
ャ ー ト が 示 さ れ て い る 。 ス テ ッ プ ５ １ ５ に お い て 、 ｜ Ｘ － Ｏ ｜ ＜ Ｍ ／ ２ で あ る か ど う か が
決 定 さ れ る 。 も し そ う な ら 、 次 い で ス テ ッ プ ５ １ ７ へ と 進 み 、 こ こ で 、 こ の タ イ マ が 折 り
返 さ れ て い な い こ と が 決 定 さ れ る 。 次 に ス テ ッ プ ５ １ ９ に お い て 、 Ｘ － Ｏ ＞ ゼ ロ で あ る か
ど う か が 決 定 さ れ る 。 ス テ ッ プ １ ９ に 対 す る 答 え が イ エ ス で あ る 場 合 、 こ の 方 法 は ス テ ッ
プ ５ ２ １ へ と 進 み 、 こ こ で ケ ー ス １ お よ び ４ に お け る 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス が 推 論 さ れ る 。
し か し 、 ス テ ッ プ ５ １ ９ に お け る 答 え が 、 ノ ー で あ る 場 合 に は 、 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ５
２ ２ へ と 進 み 、 こ こ で 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス が ケ ー ス ２ お よ び ３ の よ う に 推 論 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ ５ １ ５ へ 逆 に 戻 っ て 、 ｜ Ｘ － Ｏ ｜ ＜ Ｍ ／ ２ が 真 で な い こ と が 決 定 さ れ る 場 合 に
は 、 こ の 方 法 は 、 代 わ り に ス テ ッ プ ５ １ ６ へ と 進 み 、 こ こ で こ の タ イ マ が 折 り 返 し て い る
こ と が 示 さ れ る 。 ス テ ッ プ ５ １ ８ に お い て 、 Ｘ － Ｏ ＞ ゼ ロ で あ る か ど う か が 決 定 さ れ る 。
こ の 答 え が ス テ ッ プ ５ １ ８ に お い て イ エ ス で あ る 場 合 、 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ５ ２ ２ へ と
継 続 さ れ 、 こ こ で 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス が 、 ケ ー ス ２ お よ び ３ の よ う に 推 論 さ れ る 。 し か し
、 ス テ ッ プ ５ １ ８ に お け る 答 え が ノ ー で あ る 場 合 に は 、 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ５ ２ １ へ と
進 み 、 こ こ で 順 方 向 リ フ ァ レ ン ス が 、 ケ ー ス １ お よ び ４ の よ う に 推 論 さ れ 、 次 い で こ の 方
法 は 、 終 了 す る 。 し た が っ て 、 選 択 さ れ 記 録 さ れ る リ フ ァ レ ン ス 時 刻 に は 、 あ い ま い さ が
な い こ と に な る 。 本 発 明 の こ の 第 ２ の 態 様 に よ る ア ル ゴ リ ズ ム を 実 施 す る と き に は 、 タ イ
ム ア ウ ト が Ｍ ／ ２ で あ る ケ ー ス で は 、 こ の 第 ３ の 態 様 は 、 か か る 状 態 に つ い て の こ の 第 ２
の 態 様 の サ ブ セ ッ ト と 考 え る こ と が で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ は 、 ケ ー ス １ な い し ４ を テ ー ブ ル 形 式 で 示 し て お り 、 こ こ で は 、 こ の タ イ マ が 折 り
返 し た か ど う か 、 こ の 開 始 時 刻 が こ の 受 信 時 刻 よ り も 後 で あ る か ど う か 、 そ の 演 算 、 そ の
結 果 の 符 号 、 お よ び こ の 差 の 大 き さ に つ い て 質 問 が 行 わ れ る 。 ケ ー ス １ お よ び ２ に お い て
は 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 し て い る こ と が 仮 定 さ れ て お ら ず 、 ケ ー ス １ は 、 こ の 受 信 時 刻 よ
り も 後 の 開 始 時 刻 、 お よ び 結 果 と し て の プ ラ ス 符 号 を 示 し て い る 。 他 方 、 ケ ー ス ２ は 、 こ
の 受 信 時 刻 が こ の ス ケ ジ ュ ー ル 開 始 時 刻 よ り も 後 で あ っ た こ と 、 お よ び こ の 結 果 符 号 が マ
イ ナ ス で あ る こ と を 示 し て い る 。 Ｘ － Ｏ の 絶 対 値 が Ｍ ／ ２ 以 上 で あ る ケ ー ス ３ お よ び ４ に
お い て は 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 し て い る こ と が 仮 定 さ れ 、 こ の ス ケ ジ ュ ー ル さ れ た 開 始 時
刻 が 、 こ の 受 信 時 刻 よ り も 後 で な い と き に 、 こ の 結 果 符 号 が プ ラ ス で あ る の に 対 し て 、 ケ
ー ス ４ に お い て は 、 こ の 結 果 符 号 は マ イ ナ ス で あ り 、 こ こ で は 、 こ の 開 始 時 刻 は 、 こ の 受
信 時 刻 よ り も 後 で あ っ た 。 し た が っ て 、 Ｘ － Ｏ の 絶 対 値 が 、 Ｍ ／ ２ よ り も 大 き い と い う 仮
定 は 、 不 正 確 な 結 果 を 与 え る タ イ マ 折 返 し の 可 能 性 に 関 す る こ の あ い ま い さ を 取 り 除 く 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 読 取 り 可 能 媒 体 上 の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム と し て も 表 現 す
る こ と が で き 、 こ こ で 例 え ば 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ ・ プ ロ グ ラ ム は 、 図 ５ に 示 さ れ る フ ロ ー
チ ャ ー ト に 従 う こ と が で き る 。 こ れ ら の ス テ ッ プ の う ち の １ ス テ ッ プ は 、 Ｍ の 値 を 調 べ て
リ フ ァ レ ン ス 時 刻 を 符 号 化 す る と き に 、 こ の タ イ マ が 次 の 時 間 周 期 に 折 り 返 し て い る か ど
う か に つ い て の 確 認 事 項 を 報 告 す る こ と に な る は ず で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 趣 旨 ま た は 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 を 逸 脱 し な い 様 々 な 変 更 を 本 発 明 に 対
し て 行 う こ と が で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 こ れ ら の 方 法 の タ イ プ は 、 必 要 に 応
じ て 変 更 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 Ｘ お よ び Ｙ の 表 記 法 は 、 例 示 の 目 的 で 使 用 さ れ て い
る に す ぎ な い 。 何 ら か の 異 な る 表 記 法 、 例 え ば Ｙ お よ び Ｚ の 指 定 を 使 用 す る こ と は 、 本 発
明 の 趣 旨 内 お よ び 本 特 許 請 求 の 範 囲 の 範 囲 内 で あ る 。 約 ７ １ 分 の 時 間 Ｔ を 使 用 し て 典 型 的
な 時 間 周 期 長 を 説 明 し て い る が 、 こ れ ら は 長 く す る こ と も 短 く す る こ と も 可 能 で あ り 、 変
化 量 も 、 ７ １ 分 を 考 慮 に 入 れ る 必 要 は な く 、 例 え ば ２ ２ 分 ま た は １ ０ 分 の Ｔ も 存 在 し 得 る
。 ま た 、 図 １ に 示 さ れ る ４ つ の ケ ー ス は 、 図 １ に 示 さ れ 、 か つ ／ ま た は こ れ ら の テ ー ブ ル
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に 示 さ れ る 順 序 で あ る 必 要 は な い 。 こ の 第 １ の ケ ー ス は 、 示 さ れ る こ れ ら ４ つ の ケ ー ス う
ち の ど れ に す る こ と も で き 、 ま た 、 ケ ー ス ２ な い し ４ に つ い て も 同 じ こ と が 成 立 す る 。 最
後 に 、 添 付 の 特 許 請 求 項 の う ち の 一 部 は 、 下 位 ３ ２ ビ ッ ト の 使 用 に つ い て 言 及 し て い る が
、 本 発 明 者 等 は 、 上 位 ３ ２ ビ ッ ト や 中 位 ３ ２ ビ ッ ト （ ビ ッ ト １ ６ ～ ４ ８ ） な ど 他 の ３ ２ ビ
ッ ト の 組 も 使 用 す る こ と が で き る こ と も 本 発 明 の 趣 旨 お よ び 範 囲 内 に 含 ま れ る こ と に つ い
て 留 意 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る 、 ４ つ の 可 能 性 の あ る ケ ー ス に つ い て の 時 刻 Ｔ に 対 す
る Ｔ Ｓ Ｆ タ イ マ 値 Ｍ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 請 求 し て い る 本 発 明 の 第 １ の 態 様 を 実 装 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る ア ル ゴ
リ ズ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 を 実 装 す る た め に 使 用 す る こ と が で き る ハ ー ド ウ ェ ア ・ モ ジ ュ ー ル の 一 部
を 識 別 し て い る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の Ｘ の う ち の ２ つ は 逆 方 向 リ フ ァ レ ン ス で あ り 、 こ の Ｘ の う ち の ２ つ は 順 方 向
リ フ ァ レ ン ス で あ る 、 ４ つ の ケ ー ス の リ ス ト を 示 す タ イ マ の あ い ま い さ を 解 決 す る 、 請 求
さ れ る 本 発 明 の 第 ２ の 態 様 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の あ い ま い さ が 、 図 ２ に 示 さ れ る ア ル ゴ リ ズ ム と は 異 な る ア ル ゴ リ ズ ム に よ っ
て 取 り 除 か れ る 、 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｍ ／ ２ と の 差 の 大 き さ と 共 に 、 こ の タ イ マ が 折 り 返 し て い る か ど う か 、 お よ び 開
始 時 刻 対 受 信 時 刻 の ス テ ー タ ス を 示 す 、 本 発 明 の 第 ３ の 態 様 に よ る ４ つ の ケ ー ス を リ ス ト
ア ッ プ す る テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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